
 

 

  

 

                            

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

◆ お客様    
2770地区 ロータリー財団資金推進委員会 

委員長 松村 繁様 

◆ 会長あいさつ    飯山英彦 会長        

 

    

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

９月２４日の例会記録 

 

この日は例会となっておりますので、皆さんご参加を

お願い致します。場所・開始時間が通常と違います

ので宜しくお願い致します。 

 本日は地区委員の松村さんの卓話がございますの

で宜しくお願い致します。 

第３５７回 例会 １０月１日 草加市文化会館 

皆さんこんばんは、天候が不安定ですが、何とか

持ちこたえてくれました。 

昨日は、草加松原ロータリークラブ杯卓球大会が

隣の市民体育館で開催されました。当クラブからは、

私に富永幹事・佐々木会員・会田会員・長谷部会員・

木村会員に写真には載っておりませんが、田川会員

も参加して下さいましたが、車が停められなくてなか

なか入場できなかったといったところでした。 

卓球大会は、大変多くの方が参加しておりまして、

その熱気で体育館内は非常に暑くなっていました。

開会のあいさつをさせていただく中で、我々は、ポリ

オ赤いＴシャツを着て参列してまいりましたので、イン

パクトを与えることができたのではないかと思いま

す。合わせて、ペットボトルキャップ収集、文化会館

の販売機の横に設置していること、10月 24日に中央

公民館で午後2時 30分から行う講演会のアピールも

してまいりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０１９‐２０年度  国際ロータリーのテーマ ロータリーは世界をつなぐ 

 

会長 飯山英彦     幹事 富永 悟 

 幹事報告      富永 悟幹事 

  皆さんこんばんは、松村委員長ようこそ、いらっ

しゃいませ、今日は宜しくお願い致します。 

幹事報告をさせていただきます。皆さんのお手

元に地区大会のお知らせが届いていると思いま

す。本年度は 11月 9・10日に行われます。 

皆様は、10 日（日）越谷コミュニティセンター、

大ホールに 12時登録開始 12時 30分点鐘です。

全員登録、全員参加です。ご参加を宜しくお願い

致します。 

先程、会長からもおはなしがございましたが、

10 月２２日の例会は休会、その振替として、24 日

（木）ポリオデーということで、草加シティＲＣと合

同例会になります。こちらもご予定に入れていた

だきご参加を宜しくお願い致します。 

会 長：飯 山 英 彦 

幹 事：富 永  悟 

 

例会日：毎週火曜日 19:00～20:00 
例会場：草加市文化会館 
事務局：草加市青柳 8-56-21 
    TEL/FAX 048-967-5315 
    PC：sokamatsubara@abelia.ocn.ne.jp 

国際ロータリー第 2770地区第 9グループ 

草 加 松 原 ロ ー タ リ ー ク ラ ブ  

＊＊本日のプログラム ＊＊ 

開会点鐘         幹事報告 
君が代斉唱        委員会報告 
ロータリーソング    ＳＡＡ報告 
四つのテスト          出席報告 
お客様紹介         閉会点鐘 
会長挨拶          

   誕生祝・結婚祝 スピーチ 
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 皆さんこんばんは、今年度資金推進委員長を務めております。所属クラブは浦和東ＲＣです。皆さん浦和東ＲＣ

ご存知ですか？有名な人で言うと、北さんがいる所ですね！今日はロータリー財団についてというようなことです

が、私はどのような話が良いかをお聞きしませんでしたが、今年度のたくさんの卓話の依頼がきているのです

が、例年と少し違うのは、半分以上が「ＰＯＬＩＯに関する卓話」をしてほしいという要望が多いです。それは今年の

小林ガバナーの趣旨である「ロータリー財団、ポリオを通してクラブを活性化させよう」との意図から皆さん、クラブ

の中でも「ポリオ」に関する興味が深くなっているのかと思うのです。ですが皆さんのご希望を伺わなかったので

財団全般の資料を作ってきました。少しお時間があるようなのでポリオの話をさせていただきます。 

 昨年 3月、東北の 2580地区、第 8分区のＩＭに呼ばれまして、そこで、私が「インドでポリオワクチン投与の体験

をした話」をしてほしい言うことで基調講演をしてきました。4．500 人集まるＩＭで基調講演となると卓話とは違うと

思い、改めて勉強しなおしました。皆さんもご存じない方も多いと思いますが、「ポリオ」は感染しても発病しない

のです。例えばどのくらいの確立かと言いますと、感染します。感染した人の５．１０パーセントが発病します。この

時点では小児まひの症状は出ません！インフルエンザのような症状を起こして終わってしまう！まれに、１００

人．２００人に 1 人のひとがポリオに感染した後に、手や足にマヒを起こす。逆に考えると、1 人ポリオによる小児

麻痺が生まれたら、周りには１００．２００人のポリオ患者がいるということなのです。ですからその子だけを治療

するのではなく、その周り一帯の子ども達にポリオワクチンを投与しないと小児麻痺を起こさないだけで感染はし

ているわけですから人に移す力はあるのです。ですからポリオワクチンは大事なのだと思います。 

インドの撲滅は難しいと言われていましたが、撲滅されました。ナイジェリアも３年発症していません。ポリオは

３年発症しないと撲滅宣言が出されるのです。ですから今月中に発症０が確認されれば半年以内にナイジェリア

から根絶宣言が出ると思います。あとはアフガニスタンとパキスタンだけです。しかし残念なことにここからは増え

てしまっています。昨年までは減っていましたが、今年になり昨年のポリオ患者数を超えてしまっています。色々

な所でよく言われるのは、ロータリーは「ポリオ根絶」と言っているけどいつになったらできるのと言われます。２０

年くらい前はロータリーが１００年を迎える頃、２００４年撲滅しようとの目標ができていました。しかし撲滅できま

せんでした。次は２０１０年・・・いまだ撲滅出来ていません！それどころか増えている、それは何かと言うと！ 

先日ＮＨＫのニュースを見ていました。ＮＨＫＮに限らず「ポリオ」を少しだけ取り上げる番組はあるのですが、私が

見たのは、一緒にインドにポリオワクチン投与に行った中田さんからＢＳ見てと連絡があり最後の２０分くらいしか

見られませんでしたが「パキスタン終わりなきポリオとの闘い」で検索いただけると動画は見られませんが、ダイ

ジェスト版が出てきますので是非見ていただきたいのですが、びっくりしますが、パキスタンでは年間で１０万人以

上の親がポリオワクチンを拒絶するそうです。日本では深津かワクチンと言って口に垂らすタイプではなく注射な

ので４．５０００円の負担がかかっていますが、みんな接種をしに行くのに、パキスタン・アフガニスタンではただで

ポリオワクチンを投与させてほしいと言っているのにうちの子どもにはポリオワクチンを投与しないでと、投与しよ

うとすると、殺されてしまうのです。冗談ではないのです！ダイジェスト版を見ていただけるとわかるのですが、ポ

リオワクチンを投与する人は少しでも優しく見えるように若い女性が投与しようとしているのですがその後ろには

武装した自動操縦を持った兵隊が何人もついているのです。そうでないとその女性はすぐに殺されてしまうので

す。信じられないと思うのですがなぜかというと、本気で「ポリオワクチン」はアメリカが開発した毒薬だと思ってい

るのです。男の子も女の子も将来子どもが産めない体にしてしまう毒薬だと本当に思っているのです。ですから

自分の子どもには受けさせることはできないといって大反対をして受けさせないのです。見ていただくとはっきり

出てきます。実はインドでも同じことはありましたが、ロータリアンをはじめ政府が先頭経ってこれは独ではないと

何十年もかかって教育してようやくその子どもたちに接種できたとの歴史があります。ただ、アフガニスタンや・パ

キスタンに行って政府が認めてくれないとその教育ができない！ニュースなどで皆さんご存知だと思いますが、ア

フガニスタンはインドと違って政府にこのような教育をさせてほしいと言ってもそれがかなう国ではないですね！ 

国を責めたり、馬鹿にしたりするわけではなくて、それどころか、戦争・内戦でアメリカを敵対し、内紛が起きてい

てそれどころではないような国に対して、ポリオワクチンを投与させてほしいといっても無理なことです。あとアフガ

ニスタンに至っては、私も薄々は感じていましたが、ニュースでやっていていたので今は堂々と言えるのですが、

ビンラディンと言う人がいましたよね！あの人を殺害できましたが、なんであの人を見つけることができたかという

と、アフガニスタンでもパキスタンでもポリオワクチンを投与させてほしいと行くとどんな戦闘をしている国でも必ず

入れてくれたのです。ほかの事は絶対に受け付けないアルカイダですらポリオワクチン投与というと受け入れてく

れたのです。それを逆手にとって、ポリオワクチン投与に来ましたとアルカイダに近づいて行って、ポリオワクチン

は子どもの口を開けて投与するわけです。噂ではその時に、綿棒を使ったそうです。隠し持っていて投与しながら

ほっぺの内側を綿棒でこする。それで遺伝子の検査ができる。今は解析力が優れています。ビンラディンは奥さ

んが何人もいて子どもも１００人以上いると言われています。そこから近づいていき、最後の拠点にたどり着いた

と言われています。ニュースでやっていたので本当だとは思いますが、もし違ったとしてもアルカイダはそれを本

当だと思っている。その証拠としてその年にポリオワクチンを投与していた医師数十名が殺害されてしまいまし

た。今ではポリオ投与に来ましたと言ってもなかなか受け入れてもらえない、この現状を見ると、もう少し頑張らな

くてはいけないのかと思います。 



      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

番組の最後の締めくくりで恐ろしい言葉があるのですが、今このタイミングを逃して撲滅・根絶できないと昔と違っ

て、例えば日本でも来年オリンピックがあります。するとアフガニスタンやパキスタンからも来るかもしれません。昔

だったら政府の高官や大統領などしかこられなかった時代でしたが、今はグローバル社会になって日本にも数年

前は数百万人だった観光客が来年オリンピックの時には５０００万人来るのではないかと言われている。するとポ

リオに感染した人も世界中を飛び回ります。そうしたら２か国まで絞った、３５年前に３５万人だったポリオ患者がい

て今は数十人までなった患者がまた増えてしまうのではないかと危惧してその番組は終わりました。まだ時間はか

かると思いますが、ポリオに対して辛抱強く取り組んでいただきたいと思います。ガバナー公式訪問ではこのような

お話もあるかと思いますが、ご協力いただければと思います。 

１．ロータリー財団とは 

 １９０５年にアメリカ、４人で始まったロータリーですけど、その１２年後にロータリー財団ができました。厳密には

アーチ、Ｃ，クランフさんが良いことをしようと提案したが、当初はたいした寄付も集まらないし事業はしていなか

った！しかし１９４７年この年に一気に１５０万ドルの寄付、今までの何千倍ものお金が集まった。ロータリーを作

ったポールハリスさんがこの年に亡くなった！ポールハリスさんは生前私がなくなった時には花やお金を贈るの

ではなくてそれだけのお金があるのならそれをすべてロータリー財団に寄付してほしいと言っていたそうです。そ

れを世界中に伝えたところ、たくさんのお金が集まったそうです。８０年くらい前ですから今のお金にすると円十

億・何百億の価値があるのではないかと思います。それを使って財団は何をしたかと言うと、今でいるロータリー

財団奨学生（当時は国際親善奨学生）、の活動をはじめました。日本では緒方貞子さんが初めてこの奨学金を

使って勉強をした。その後、国連難民弁務官などされて、今でもロータリーのセミナーなど講演をされています。

この方はロータリーの奨学金を使わなくても素晴らしい人になっていますがロータリーの奨学金の特徴というの

は、ただお金を与えるのではなく、ロータリーの考えも同時に教える。 

２．財団寄付の種類とシェアシステムについて 

１）年次寄付   ２）恒久基金   ３）ポリオ・プラス寄付 

 １）年次寄付  年次寄付は、寄付の基礎であり、この寄付は使い道を指定することなく、寄付して３年後に地区

の年次寄付総額の５０％がＤＤＦとして地区財団活動資金に、残りの５０％がＷＦとして、国際財団活動資金

に分けられます。 

 ａ、2770地区の年次寄付目標額 

   クラブ会員 1人当たり、年次寄付が 200 ドルです。またこの額は、寄付総額目標を会員数で割ったものではな

く、1人当たりの寄付目標額です。 

 ｂ、なぜ 3年後なのか？ 

   資金を運用して増やすため、そのために 3年間運用して、その後にそれぞれに資金をシェア（分ける） 

２）恒久基金 

  恒久基金は、年次寄付と違い、元金は使わず、投資して得られた収益だけが 3年後にＤＤＦとして 50％、ＷＦと

して 50％に分けられます。元金は増える一方で減ることはありません。 

  2025 年までに 20 億②500 万ドルを目標にしています。恒久基金の目標は 1 名（会員 50 名以上のクラブは 2

名）ベネファクター寄付は 1000 ドルです。 

３）ポリオ・プラス寄付 

  ポリオ（小児麻痺）を世界から撲滅するための寄付です。その他の目標には使われません。ポリオ常在国は、

現在アフガニスタンとパキスタンだけになりました。2770地区では1人当たり50ドルがポリオ・プラスの寄付目

標です。 

３．地区補助金について 

 概要 

  地区補助金は比較的小規模で、短期間のプロジェクトを支援する補助金です。そのため、補助金の額は少な

いのですが、使用条件に多くの規約がないので使いやすい補助金でもあります。また国内・海外でも使えます。 

  そしてプロジェクトを実施する国にロータリークラブがなくても使えます。 

４．グローバル補助金 

  グロー×補助金は、地区補助金と比べて、大規模で長期に渡るプロジェクトで、海外で飲み行えるプロジェクト

です。また、ベトナムを除いて、基本的には、ロータリークラブが存在する国しか使えません。 

＊使うための条件 

１）計画のプロジェクトが 6つの重点分野を支援するものであることを確認 

①平和と紛争予防/紛争解決  ②疫病予防と治療  ③水と衛生  ④母子の健康  ⑤基本的教育と識字率

向上  ⑥経済と地域社会の発展 

２）地元社会に強いニーズと事業を推進する確固たる組織があること 

３）持続可能性のあるプロジェクト（補助金の支出が終わった後もプロジェクトの成果が持続するもの）であること 

４）最低 3万ドル（例：ＤＤＦ1.5万ドル＋ＷＦ1.5万ドル）のプロジェクトであること 

５）測定可能かどうか（そのプロジェクトの効果が、数字として証明できるかどうか） 

最後にロータリーカードを皆さん作って下さい。色々話は飛びましたが、ロータリー財団にご理解をいただいて今

後ますます寄付そして活動の発展に繋げていただければと思います。ありがとうございました。 

 



 

 

        

 

 

 

 

 

   

９月２４日 ニコニコＢＯＸ 

金額 17,000円 累計 188,500 円 

９月２４日  出 席 報 告 

会員総数 42 出席 18 

出席免除  8 ＭＵ  4 

出席適用 34 出席率 64.71 

松村   繁様 本日は卓話をさせていただきます。松村です。どうぞよろしくお願い致します。 
飯山 英彦会長 第 2770地区ロータリー財団資金推進委員会松村繁委員長、卓話ありがとうございました。 
富永  悟幹事 第 2770地区ロータリー財団資金推進委員会松村繁委員長、卓話ありがとうございます。 
牛山 信康会員 ロータリー財団の松村さん、おせんべいと松並木の草加へようこそいらっしゃいました。 
         財団のスペシャリストの濃いお話を楽しみにしています。 
大塚 義一会員 十数年ぶりに、さるスナックに行きました。「あら、大塚先生お久しぶり」といきなり言わ

れました。顔と名前を覚えられているほど悪いことを、昔、したのでしょうか。 
岡田 明久会員 久しぶりです。出席率が悪くてすみません。頑張ります。 

今日の卓話、松村さん楽しみにしております。 
加藤 芳隆会員 ロータリー財団資金推進委員会松村繁委員長、ようこそ卓話宜しくお願い申し上げます。 
川井 大輔会員 地区資金推進委員長松村繁様、卓話ありがとうございます。 
木村 博行会員 ラグビーも、女子ゴルフも盛り上がっていますね！3 連休で十文字学園の文化祭に行って来

ました。10代の若さまぶしかったです。松村様卓話楽しみです。 
「生涯青春」がんばりましょう！！ 

来栖 勝幸会員 松村繁様本日は卓話ありがとうございました。 
佐々木一男会員 第 2770 地区ロータリー財団資金推進委員会松村繁委員長いらっしゃいませ、卓話を宜しく

お願いします。 
篠宮 時雄会員 第 2770地区ロータリー財団資金推進委員会松村繁委員長、卓話ありがとうございます。 
田中 和郎会員 ようやく彼岸花の開花が間に合いそうです。松村委員長卓話ありがとうございます。 
髙橋 昌夫会員 地区ロータリー財団資金推進委員会松村繁委員長、本日は卓話宜しくお願いします。 
二階堂祐司会員 資金推進委員会松村繁委員長、本日は宜しくお願い致します。 
長谷部健一会員 地区ロータリー財団資金推進委員会松村繁委員長、本日は卓話を宜しくお願いします。 
横山 正一会員 お世話になります。 

今後のプログラム 
10/8   公式訪問リハーサル     レセプション 

10/15  小林ガバナー公式訪問  レセプション 

10/22  10月 24日 ロータリーデーに振替 

    草加シティＲＣと合同開催  中央公民館 

            

          
ロータリー財団  
マルチプルポールハリスフェロー 
高橋昌夫会員 

米山記念奨学会  
米山功労者（マルチプル３回） 
横山正一会員 

 

 

  

皆さんこんばんは、松村委員長大変ためになる卓話をありがとうご

ざいました。私は 21日、先週の土曜日に木村エレクトとロータリー

財団セミナーに行ってまいりました。その中で約半分くらいが「ポリ

オ撲滅」のお話でございまして、10月 24日に各クラブでイベントを

企画してほしいとの話もありました。 

 後半の半分は、資金推進委員会・補助金ＶＴＴ委員会・地区補助

金運営委員会・財団奨学平和フェロー学友委員会・資金管理委員

会の 5委員会の説明を受けてきました。 

 その中で、補助金ＶＴＴ委員会が幸手ＲＣ・越谷東ＲＣの実践のお

話もございました。地区補助金運営委員会が浦和中ＲＣ・越谷南Ｒ

Ｃのご報告もありました。財団奨学平和フェロー委員会は、奨学生

女性 2名の紹介がございました。 

 

 

「END POLIO NOU」の T シャツを 24

日のロータリーデーで着用します。 

まだ受け取っていない方は、お声掛け

ください。 

 


